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中高生を対象とした「地域」を総合的に捉えるフィールドワークの試み

An attempt of field work for middle and high school students to

comprehend an “area” in an integrated manner
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　学校教育においては，日常生活や社会の様々な事物を，教科・科目に細分化し学習している．中学や高等学

校では，教科ごとに専門の教員が授業を行うが，教室での生徒は受身であることが多い．それに対して，身の

回りにある事物は，色々な教科・科目の内容が混在しており，それを取り巻く様々な社会的な問題は，複雑か

つ解決困難であることが多い．そのような問題に向き合うためには，対象となる事物を多角的に捉え，異分野

の人たちと協力し，粘り強く取り組む力が必要である． 

 

　そこで，演者らは前任校で同僚教員と協力して，中学３年から高校２年の希望者15名程度を対象にした「総

合フィールド演習」という講座を2017年に立ち上げ，２年間にわたり実施した．この講座では，学習対象を

「地域」と設定し，多様な参加者が「地域」を実際に歩いて観察することで，総合的に「地域」を捉えること

を目的とした．担当教員は，地学，日本史，国語と異なる教科・科目の教員で構成され，できるだけ生徒と同

じ目線に立って議論しながら，共に学ぶ態度を大切にした．また，あらかじめ学校内で参加者での話し合いの

機会を何度も設け，そこでの提案や希望に基づいて訪問先を設定した．実際のフィールドワークは，学校近隣

の品川から始まり，神事でつながる府中へと発展して計３回行った．また，夏休みを利用して大阪で2泊3日の

フィールドワークも行った． 

 

　例えば，大阪でのフィールドワークでは，上町台地という地形とその周辺の文化財を中心に巡りなが

ら，1400年以上の長い歴史を持つ四天王寺を訪れた．まず四天王寺の参道から西側に見える大きな下り坂を

前に，地学教員が上町台地を形成した断層運動と坂道の関係を説明する．次に，日本史教員が境内の歴史的建

造物を案内しながら，安政地震津波碑の存在を紹介する．この碑は，1854年に起こった安政南海地震と安政

東海地震による犠牲者の供養と災害の記憶を後世に伝えるため，町人によって四天王寺の境内に建てられたも

のである．実際の碑の前に行くと，生徒は日本史と国語教員と議論しながら，碑文の解読を始める．さら

に，安政の地震津波については，日本史と地学の教員が先導して話が弾む．四天王寺の見学が終わると，上町

台地の下り坂周辺の寺社仏閣をもう少し歩いてみようと，再び歩き始めるというような形でフィールドワーク

が進んでいく． 

 

　このようにして，日本史で四天王寺の成り立ちを，地学で上町台地のような地形の形成を，国語では古典や

漢文をというように，普段は切り分けてきた教科・科目の枠がなくなり，目の前にある事物を取り囲んでいる

歴史や地形などの要素が混在していることが実感できた．また，大きな方向性は教員側で誘導しても，途中で

生徒の反応を見ながら臨機応変に変更し，生徒や教員という立場を相互に変えながら，主体的で深い学びを行

うことができた．
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